
２歳までにほぼ100％のこどもがRSウイルスに少なくとも１度は感染します。
生まれてから6か月以内の赤ちゃんの免疫は未成熟であり、RSウイルスに感染すると

重症化することがあります。お母さんが「母子免疫ワクチン」を接種し、赤ちゃんを守りましょう！

ＲＳウイルス母子免疫ワクチン

【定期接種対象者】
大口町に住民票がある 妊娠 28週０日 ～ 36週６日の方
・４月1日以降に転出予定の場合は転出先にご相談ください。

・接種後14日以内に出生した乳児における有用性は確立していないため、妊娠38週6日までに
出産を予定されている場合は、接種日等について医師に相談してください。

【接種回数・費用】
妊娠ごとに１回・無料（全額公費負担）

【定期接種開始日】

令和８年４月１日
（これより前に接種した場合は任意接種で全額自己負担となります。）

【接種場所】

かかりつけの産婦人科 他 協力医療機関

＜注意＞
１．犬山市、江南市、大口町、扶桑町以外の愛知県内医療機関で接種を

受ける場合、接種日の10日程前までに健康課へ申請が必要です。

【申請に必要な書類】 ・愛知県広域予防接種連絡票発行申請書
（同封した申請書に必要事項をご記入ください。）

・母子健康手帳

２．愛知県外医療機関で接種を受ける場合、接種日の10日程前までに
健康課へ申請が必要です。

【申請に必要な書類】 ・大口町指定外予防接種費助成金交付申請書
（健康課窓口または大口町ホームページからダウンロードください。）

・母子健康手帳

３．予約は接種を受ける医療機関に直接おこなってください。

【接種時の持ち物】
①マイナ保険証（本人確認書類）
②RSウイルス感染症予防接種予診票
③母子健康手帳
④愛知県広域予防接種連絡票（犬山市・江南市・大口町・扶桑町以外の愛知県内医療機関で受ける方のみ）

 ⑤予防接種実施依頼書（愛知県外の医療機関で受ける方のみ）

＜問合せ＞大口町健康課（保健センター）

住所：大口町伝右一丁目35番地 電話：0587-94-0053
令和８年４月１日から窓口受付時間が午前９時～午後４時となります。

接種日時点で
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